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炎性肉芽腫症 

古川 福実 佐伯 秀久 南江堂 2019 

皮膚疾患 最新の治療 2019-2020 東京 75 



24 川上 民裕 

日本皮膚科学会の皮膚血管炎診療ガイドラ

イン 

宮坂信之 先端医学社 2018 

炎症と免疫 東京 45-50 

25 川上 民裕 

血管炎に伴う皮膚潰瘍 膠原病・血管炎に

伴う皮膚潰瘍診療ガイドライン 

日本皮膚科学会 創傷・褥瘡・熱傷ガイド

ライン策定委員会 

金原出版 2018 

創傷・褥瘡・熱傷ガイドライン 2018 東京 237-242 

26 川上 民裕 皮膚の血管炎 

宮地良樹 中外医学社 2018 

皮膚科外来グリーンノート 東京 113-117 

27 杉原 毅彦 巨細胞性動脈炎の新たな治療戦略 

武井正美 科学評論社 2018 

臨床免疫・アレルギー科 東京 77-81 

28 杉原 毅彦 

大血管炎における imaging biomarker とし

ての PET の意義 

宮坂信之 科学評論社 2018 

リウマチ科 東京 624-627 

29 杉原 毅彦 

不明熱の原因となるリウマチ性疾患 巨細

胞動脈炎とリウマチ性多発筋痛症 

住田孝之 先端医学社 2018 

分子リウマチ治療 東京 36-40 

30 杉原 毅彦 巨細胞性動脈炎疫学 

有村義宏 日本臨床社 2018 

血管炎（第 2 版） 

―基礎と臨床のクロストーク― 

東京 120-126 

31 中村 好一 川崎病診断の手引きの変遷 

日本川崎病学会 診断と治療社 2018 

川崎病学 東京 6-8 

32 南木 敏宏 

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症｛アレルギ

ー性肉芽腫性血管炎（Churg-Strauss 症候

群）｝ 

福井次矢、高木誠、小室一成編 医学書院 2019 

今日の治療指針 私はこう治療している

2019 年 

東京 871-873 

33 南木 敏宏 

服薬・注射指導〜抜歯時･周術期、妊娠希

望時･妊婦･授乳、ワクチン接種時の注意点

〜 

川畑仁人 文光堂 2018 

リウマチ・膠原病治療薬ハンドブック-エ

キスパートが教える極意- 

東京 12-15 

34 新納 宏昭 リツキシマブ 

川畑仁人 (株)文光堂 2018 

リウマチ・膠原病治療薬ハンドブック－エ

キスパートが教える極意－ 

東京 132-140 

35 新納 宏昭 高安動脈炎，巨細胞性動脈炎 

福井次矢，高木誠，小室一成 (株)医学書院 2018 

今日の治療指針 2019 年版 東京 866-868 



36 岸部 幹 

『多発血管炎性肉芽腫症（ウェゲナー肉芽

腫症）』 

森山 寛 医学書院 2018 

今日の耳鼻咽喉科・頭頸部外科治療指針 

第４版 

東京 574-578 

37 

岸部 幹 

原渕 保明 

『7.ANCA 関連血管炎性中耳炎(OMAAV)』 

山岨達也 医歯薬出版株式会社 2018 

医学のあゆみ BOOKS 耳鼻咽喉科診療の進歩 

40 のエッセンス 

東京 36-40 

38 

藏本 伸生 

藤井 隆夫 

抗リン脂質抗体症候群 

千海 俊幸 最新医学社 2018 

最新醫學別冊 診断と治療の ABC139 リウマ

チ・膠原病 

大阪 129-133 

39 

本間 栄 

坂本 晋 

血管炎に伴う間質性肺炎 

三嶋理晃、吾妻安良太 中山書店 20118 

間質性肺炎・肺線維症と類縁疾患 東京 281-288 

40 前嶋 康浩 高安動脈炎：病態 

有村義宏 編 日本臨牀社 2018 

日本臨牀 増刊号 血管炎（第 2 版） 東京 102-106 

41 

宮崎 龍彦 

小林 一博 

巨細胞性動脈炎における Galectin-3 の病

理学的・臨床病理学的意義 

有村義宏 日本臨床社 2018 

血管炎（第 2 版） 

―基礎と臨床のクロストーク― 

東京 456-460 
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